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むかしこどもだった心やさしいあなたへ
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　　　 序

 飛鳥の空に、八月（旧歴）の新月が昇った。野の草の一本一本が、その鋭い先端まで、精巧な銀細工のように輝いた。いや、草木ばかりではない。地上を覆う大気さえ徴かに発光し、柔い曲線を描く山波が黒い姿を浮び上らせている。大地から湧き出す無数の虫の声と銀色の光りの中に、飛鳥の里は埋もれていた。
・ は、魂を抜かれたもののようにふらふらと家路を辿っていた。時々立ち止まっては溜息をつき、また歩き出す。道の半ばで立ち止まると、彼は後を振り返った。彼の見つめている先は、遠くの山波が僅かに姿を認められたが、それ以外は厚い闇の緞帳の奥に静まり却っていた。しかし、彼の眼はその闇の奥に輝く荘麗な宮殿を見つめていた。彼は先ほどそこを退出してきたばかりだった。暫く空ろな眼で闇を見つめていた造麻呂は、肩で大きく息をするとまた歩き始める。<えらいことになった>の宮殿から家までのほぼ一時間の道のりで彼は何度同じ言葉と溜息を繰り返しただろう。妻は、彼の顔を見た途端に叫び声をあげた。月光を浴びた顔は白髪の頭よりも白く、青い血管が額に透いて見えた。眼の前に妻の姿を認めると造麻呂は濡れ縁に崩れ落ちた。

　「 名は、何という」
帝の声は力強く響いた。彼はそれ以上小さくなれないほど体を縮め、蛙のように地面にへばりついていた。下げた頭の先にがあり、その上に絵から抜け出たような唐衣の女官、のふさ子がひかえている。更に奥の、深く垂れた御簾の中から凛と張った声が届く。中臣のふさ子が、帝の言葉を彼に伝えた。
　「 造麻呂でございます」
彼の声は震えてかすれていた。声ばかりではない。体の芯から激しいを煩っているかのように、断え間ない震えが伝わっていた。彼の下になっている、敷きつめた玉石でさえかちかちと音を立てている。
　「そなたのもとに、たいそう美しい娘がいるそうだな。娘の名は？」
　「……はい。…かぐや姫と申します」
・ 彼の体を吹き出した汗が流れた。
・ 彼には気の遠くなるほど長く思われた時間も、内裏を退ってようやく我に帰った眼に映った月は、殆ど動いていなかった。南門を初めてくぐった時に見た月は、小倉山の峯に鎌の先のような頭をのぞかせていたが、いまようやく峯を離れたところだった。
　「かぐや姫を参内させよ。しかる後、造麻呂をに叙す」
・中臣のふさ子は強い調子で言い切ると、香り高い追風を残して長い廊下の奥へ消えた。造麻呂は自分の耳を疑った。小錦下といえば、殿上人である。内裏にさえ自由に出入りを許される身分だ。殿上人という言葉が、日輪の輝きで彼の前に現れた。それは、かつて彼の体をどんなに熱くした夢だったか。その野望がどれほど彼に苦痛をしいたか。忘れかけていた古い傷が、ふたたび強くうずいた。
・しかし、次々に湧いてくる考えがようやく現実に戻ったとき、彼は冷水を浴びせられたように青ざめてしまった。 <殿上人どころの騒ぎではない。へたをすれば首が飛ぶのだ！>
・地上に濃い影を刻みつけていた、あの激しい日差しもいつの間にか遠のいていた。造麻呂は縁の端でじっと膝を抱き、空ろな視線を竹垣のむこうの空に漂よわせている。彼は、自分を取りまく世界が静かに秋の方へ傾いているのを、その時初めて知った。
・帝に拝閲するという思いもかけぬ事件から、三日経っていた。その三日の間、彼は終日縁の端に出て石のように座っていた。そして、時々白髪頭を掻き毟り、大きな溜息を内臓の奥からもらした。
・彼の頭の中で、様ざまな人の顔が渦巻いていた。中でも五つの顔は、執拗に夢の中まで追いかけて来て、彼を悩ませた。五人の貴公子の彼を潮笑う声は、頭の中で幾重にも木霊した。
・彼は殆ど食事も摂らず、体も心も石と化して悪夢のような苦痛に耐えた。そして三日目の夕刻近く、突然彼は垂れていた頭を起こし、毅然として遠くの山々を睨みつける。 赤々と燃え上った空に墨絵のようにくっきりと、香久山が優美な姿を浮べている。そしてその向うに帝の宮殿があるはずだった。乙女のような香久山を中に、帝と彼は対峙していた。<やってやる！>と彼は叫ぶ。<どうせ先の短い命、今更なんで惜しかろう。まして相手は帝ではないか！>
・次第に迫ってくる薄闇の中に、芥火のように燃える眼をあげた造麻呂の姿は、闇を裂いて疾駆する銀毛の狼にさえ似ていた。

　・・・かぐや姫答ふるやう、「御門の召してのたまわん事、かしこしとも思わず」と言ひて、さらに見ゆべくもあらず。

　　　　壱之巻

造麻呂を窮地に追いこんだ事件の発端は、先々帝の初期にまで、二十年も遡る。自ら刃を振って大化の改新を行った天智のもとで、彼はとして司えていた。畿内小豪族の出身である彼に、左右大臣や大納言などの高い位は望むべくもなかったが、国司を賜わることは全くの夢ではない。若い造麻呂の体は、野望に燃えていた。
・天智六年（六七二）都は大和の地を去って近江大津宮へ移された。遷都には誰しも疑問を抱いたが、天智は何も かも新しくやり直そうとした。それと同時に、造株呂は若いの舎人となった。その年二十歳の大友にも、既に六歳の御子があった。
・そして、幼い御子の傍には、いずれ皇后の地位が約束された美しいの姿が、華やかな光りを添えていた。造麻呂の驚きは大きかった。<美しい姫だとは聞いていたが、…まるで輝くようだ>近江ののように、 その深い底まで透みきった十市の瞳に彼の魂は奪われた。彼は自分でも気づかないところで、固く忠誠を誓った。十市の匂い立つ美しさが、若い造麻呂 に<姫のためになら命も捨てよう>と誓わせた。
・十市の父は、天智の弟ので、母は歌人として名高いである。従って、大友と十市は従兄弟同志の結婚だった。
・造麻呂の生涯で最も華やかな時が、近江の地で訪れた。色鮮やかに咲き競う花々を盛るように、女官たちを乗せた船は連日湖へ槽ぎ出る。夏のには、紫草を採る皇子や皇女の笑い声が音楽のように流れ、いくつかの恋が生れた。恋は詩歌となって一層輝きを増す。中でも、大海人と額田の歌は、殿上人の喝采を浴びた。
・天智七年（六六八）五月五日、天智はへ遊猟した。諸王、内臣、群臣がみな従った。大友の身の回りのものを運ぶ造麻邑の姿もその中にあった。行楽気分の楽しい薬狩りが終って、盛大な宴が開かれた。天智も大海人も、大友もも誰も機嫌良く濁り酒を飲み酔っていた。てらてらと赤い光りを映す顔の中には、山羊髪に細い体のもいる。
・各々に昼のうちから用意しておいた歌が披露されると、拍手がわいたり野次も飛ぶ。
　「いよいよそなたの番だ」
・天智は傍らの額田を指名する。彼女は、この時すでに大海人のもとを去って天智の側近くにあった。額田の歌才は若い頃から知れ渡っていた。一座が待ちかねていたように手を打つ。
・額田は、にっこり微笑むと大海人をじっと見つめて歌った。

　あかねさす行き行き野守は見ずや君が袖振る
（タ日に茜色に染った紫草の野を、あるいは標野を行くあなたは、袖を振って私に恋心を訴えられるが、野の番人に見とがめられないでしょうか)

醜聞はいつの時代でも好まれる。まして酒の席であった。ほろほろと酔いのまわった貴公子たちは一斉に喜んだ。大海人は何と答えるだろうか。当然一座の眼は大海人に集中した。大海人も笑いながら歌う。


　の匂へる妹を憎くあらば人妻ゆゑに我恋ひめやも

（紫草のように、自然に美しさのにじみ出す人を憎く思っているのなら、人妻に恋するような危いことをするものですか)

・拍手がわきあがった。床を鳴らすものさえあった。額田の才能と大海人の機転が、宴を最高潮に盛り上げた。三角関係の一角にまつりあげられた天智も、大声で笑っている。これで御門の歌があれば申し分ないのだがと、誰もがおもった。天智もその気分を察して、
　東宮のころに作った古いものだが、と前置きして

は　をしと　とあひあらそいき神代より　かくなるらし　いにしえも　なれこそうつせみも　妻をあらそうらしき
  畝傍山を額田に、香久山と耳成山を天智と大海人にふまえた歌である。
・造麻呂にとって、近江大津宮での五年間の想い出は、いつも明い笑い声と春の暖い日差しにあふれていた。そして華やかに輝く想い出の中心には、やはり十市の姿があった。
　「造麻呂」
・優しい声が彼を呼んだのは、彼が風邪で三、四日公務を休んだ後、初めて参内した日だった。彼は声の方へ振り向いた。
　「かぜはもういいのですか」
・十市が女官を従え渡殿に立っている。彼は庭にひざまずき、仕事を休んだ詫を言った。目元より下は扇で見えないが、それでも溢れる気品は伝わってくる。十市はいたわリの言葉をかけた後、少し待ちなさい、と言って女官に何か言いつけた。一旦部屋へ下った女官は、やがて小さな箱を持って来た。
　「これは、私が以前に父からいただいたものです。 どんな病気にも大そうよく効き、体もじょうぶになりますよ」
・そう言って、十市は小さな薬壺を彼に与えた。皇女が自分の体を心配してくれたとは・・・感激の余り造麻呂は声も出なかった。彼の手に、片手に入り切るほど小さな壺が残った。
・そして、若い彼には何よりも野望があった。<やがて、大友皇子が天皇になれば、その時は！>と。
・しかし、誰もそれと気づかぬ内に不幸は忍び寄っていた。天智十年（六七一）正月二日、天智は大友を太政大臣に発令した。これには、誰もが驚いた。人臣の最高位は左右大臣である。その上位に新しく太政大臣を設け、天智は、大友をその地位につけたのだ。大友が、明らかに大海人を超えた。古来より、皇位継承は長子よりその兄弟へ順次亘り、兄弟が尽きると次の世代へ移るのが慣例であった。その例に習えば、天智の次は弟の大海人へ皇位が継がれるべきである。それが、大海人を無視して大友へ移りそうな気配が濃くなってきた。大海人の内に、密かに暗雲が垂れこめ、嵐の前兆のような風が出て来た。
・その年九月、天智は病に倒れた。新しい国家の偉大な支柱にも、年月による風化は避けられないものであった。内裏には百体の仏像が安置され、昼夜を問わず病平癒の読経が行なわれた。が、一向に功き目は表われず、十月に入ると天智もいよいよその最期を悟った。
・海へ落ちる巨大な太陽が赤々と輝くように、天智も残された思考力の全てをふりしぼって燃え上った。大海人を自分の手でなんとかしておかなければなるまい。近江朝と大友のためにも、近い将来大海人は大きな災いとなるだろう。天智は、大海人を病床へ呼んだ。
　「もう自分も終りだ。ついては、皇位を汝にゆずる」
・大海人は、枕元近く伏して兄天智の言葉を聞いた。昔日の面影の失せた兄の顔の中で、小動物を狙う二つの眼が光っている。大海人には、その輝きに見覚えがあった。その眼を見たとき大海人は全てを悟った。
・大海人の頭の中で、瞬時に古い記憶が生々しく甦った。天皇の地位に至るまで、いや至ってからも、天皇がいかに多くの策略を用いてきたか、大海人は常に自分の眼で見てきた。とくに有間皇子や古人皇子を倒した天智のやり方は、罠を仕掛け追い込んでいって有無をいわさない、非情極りないものであった。天智の眼を見たとき、大海人は今度は自分の番なのだと思った。いま兄の言葉を本気で喜んだら、たちまち謀反の心を抱くものとして処刑されるだろう。
・大海人はひれ伏したまま、静かにきっぱりと言った。
　「皇位は大后のにお譲り下さい。 そして、政治事は大友皇子にお任せになるのがよろしいでしょう。自分は天皇のために出家して修行したいと考えます」
・その瞬間に、近江朝は急な斜面へ向って大きく揺いだ。造麻呂の運命も、その時転落への第一歩を踏み出していた。
　二日後、髪を落とした大海人は、天皇から贈られた袈沙に身を包み、まっしぐらに吉野への道を急いだ。彼を宇治まで見送った重臣の一人は、歯ぎしりして叫んだ。
　「虎に翼をつけて、放ってやったのだ！」
　天智なき後の大津宮は、不安に揺れ動いた。誰もが、大海人が吉野でおとなしくしているはずがないと信じていた。大友が即位して、二十四歳の青年天皇を中心に連日対策が練られたが、大海人側の動勢を迅速正確に探るには、吉野は遠すぎた。全て大海人の計算の中にあった。朝廷の中にも密かに大海人に心を寄せるものが少くなかったし、世間の風潮は大海人に味方していた。天智の元で陽の目を見なかった小豪族達は、大海人に大きな期待を寄せ始めていた。
　進展のない議論が、昼夜の別なく続いた。
--- だから、あのとき追手をかければよかったのだ！
--- いま更言っても無駄なことだ。それよりもこれ以上手遅れにならない内に、吉野へ兵を出そう。
--- 仏門にあるものに兵を出せるものか。
--- この際畿内の勢力を結集するのが最上の策だ。
　結局近江側の対策は無きに等しかった。造麻呂は、議論ばかりで行動に移らない重臣に苛立ったが、彼の口出しする余地などない。
　大海人が吉野へ去って以来、十市の優しい笑顔は消え無口になった。一人思いつめて引き籠っていることが殆どであった。父と夫の両極の間で、十市は身を裂かれる思いだった。誰れの眼も、彼女にとって矢のように感じられた。 十市が内密に吉野と連絡を取っているという噂が立つに及んで、全く身の置き所もなくなった。圧しひしがれた花のように、運命の苛酷に耐えている姿は、造麻呂の胸をも深く傷つけた。
　の歳（六七二）六月二十四日、遂に大海人は吉野を発った。大海人の行動は、いつも驚くべき速度で行なわれた。幼い皇子や女官連れであったにも拘わらず、大海人の一行は二十五日には伊勢に入り、二十六日には大津を脱出してきた高市皇子と合流して伊勢北部に達していた。
　そこで、先に美濃（岐阜南部）へ走らせておいた舎人から、
　「予定どおり美濃の兵の動員が進行し、不破（関が原辺り）の道を占領しました」
と報告を受け、大海人は愁眉を開くことができた。これで、背後をつく敵は無い。
　朝廷が頼るとすれば、大和盆地と西海の豪族たちだけだ。大海人が挙兵したことを知った近江朝廷は、動転した。群臣の中には都を逃げ出すものさえ出てきた。大海人が、たちまち尾張美濃の豪族を集結させ得たのに反し、近江側の募兵は難航した。天智の代から縁の深い吉備（岡山）や筑紫（福岡）にまで使者を出したが、募兵は進まず、更に吉備国守は怒り狂った使者に殺されるという事件まで起きた。
　二十九日には、が単独で 大和の飛鳥古京を襲い、近江側の守備隊を追いはらった。そして、大和の豪族を味方に引き入れた。近江側は、不破からの東軍と大和からの南軍を相手にしなければならなくなった。
　七月六日、大和盆地で両軍の力が真こうからぶつかった。一進一退の激戦の未、近江軍は敗退した。近江側は兵をたて直し、最後の総力をふりしぼって、瀬田川で不破からの軍を迎えた。
　二十二日早朝、武具に身を固めた造麻呂は腕を組み、ようやく白み始めた空とその下に広がる野を見つめていた。瀬田川は、空と同じ白色を湛えている。目覚めた小鳥の声といつも変らない美しい山河があった。じっと立っていると、体の一番深い所で細い震えが生じ、全身に及んでいるのを彼は感じていた。遥かな方をにらみつけながら、彼は考えていた。<俺ももう四十だ。もし、この戦いに破れるようなことがあれば、俺の将来は終りだ。なんとしても勝たなければならない！ようやく皇子も即位され、長年の夢が、これから達成しようとしているのだ。俺はどんなにこの日を待っていたことか！それを……それを！>
　憎しみに光る彼の眼に、小さな異変が映った。遠い所にほつんと赤い火がともったかと思うと、流れるようにすうと左右に広がって行った。<野火……？>彼は瞳を開いて、神経の全てを集中した。大海人の軍が野に火を放ったのだろうか。彼は最初そう思った。炎は原野を急速に浸触していく。それは火ではなく、大海人の軍勢そのものだと分った時は、辺一面が炎の海と化していた。

　大海人軍は、衣の上に赤い布をつけ、旗さしものにまで　　赤色を用いていた。の項羽と戦って天下をとった、漢の高祖が赤色のを用いた大陸の故事に倣ったのだろう。押し寄せる炎の海に、造麻呂は全身が激しく震えるのを感じた。言葉にも叫びにもならない恐怖が、彼を襲った。と同時に、彼は我を忘れて背後へ駆け出していた。
　 死闘が展開された。叔父と甥の、文字通り血で血を洗う闘いであった。

　　…野をし、天に連なる。の声、に聞ゆ。乱れ発ちて、矢の下ること雨の如し。
　闘いは決した。勝利に乗じた大海人軍は、翌日には大津宮に至った。大友は、など二三の舎人と逃げたが、で首をくくった。輝かしい未来を約束されたはずの二十五歳の帝王の哀れな最期だった。
　夫を失った十市は、父大海人の元へ引き戻された。既にその時、絹のような繊細な神経に亀裂が生じていたのだが、戦いの狂的な興奮の渦中で、誰もそれと気づいたものはなかった。
　造麻呂は山へ逃げた。武具も捨てて夜の間も駆けずり回り、精魂尽き果てて倒れた。目覚めたときは陽も高く、鉦の音も雄叫の声も消えていた。眼下には、何事もなかったかのように湖が静かに照り返り、その一角から黒煙が塊りとなって上っている。大津宮は火の海だった。彼は夢見心地で見守っていた。何が現実で、何が夢なのか、最早判別する気力さえ持たなかった。ただ一つの救いといえば、美しい記憶の結晶だけは壊さないで済んだことだった。造麻呂の手に小さな薬壷だけが残った。
　造麻呂にとって、近江朝は朝に開いて夕べに散るはかない花の幻だった。夢の中で開花した花は、夢の中で落ちた。
　戦いの後、大海人は不破に止って戦後処理をした。八月二十五日に行なわれた、敗者に対する大海人の処置は寛大であった。近江朝の五重臣のうち、一人は戦死していたが、死刑になったのはただ一人で、二人が流刑、一人は赦免であった。新しい国家の出発に当って、天下に余裕を示して見せたのだろうか。
　大海人は、九月十二日飛鳥古京へ帰り、の宮殿へその歳のうちに入った。翌年（六七三）二月に、大海人は即位した。天武天皇である。
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本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！





ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。(編集部）
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